
捕獲実施計画書（案） 

年度 振興局名 地域名 

Ｒ８ 釧路 厚岸地域 

 

【基本情報】 

住所等 土地所有者 メッシュ番号 

厚岸郡厚岸町糸魚沢 

厚岸・別寒辺牛・霧多布鳥獣保護区隣接地 

厚岸霧多布昆布森国定公園隣接地 

厚岸町 ソ５７１ 

 

【捕獲事業の目標】 

 厚岸町におけるエゾシカの農業被害額は、令和７年度に約１億９千万円と高い水準にあり、エゾシカ

を起因とする交通事故やＪＲ車両との接触事故の発生、昆布干場の糞害等による漁業者の作業負担の増

加、町内住宅地への出没による庭木の踏みつけや食害など生活環境被害も発生している。 

また、厚岸霧多布昆布森国定公園内では、エゾカンゾウやタチギボウシ等の希少植物が採食被害を受

けており、周辺森林においても、植生への被害が問題となっている。 

 当該地は国指定の鳥獣保護区に隣接しており、これまで狩猟や許可捕獲が行われていない地域であり、

他の地域から保護区にエゾシカが流入する主な経路のひとつになっていると見込まれている。 

 以上のことから、本事業では、当該地において冬期間を中心に個体数調整を行い、被害減少に資する

とともに、当該地域には動物の移動に影響を与える道路構造物（シカ防止柵、オーバーパス等）がある

ことから、これらを活用した捕獲方法の確立を目標とする。 

【地区の概況】 

条      件 状        況 

生  息 状  況 

 地域個体群の主な越冬地である霧多布湿原に隣接しており、朝に森林側から

湿原側に、夕方に湿原から森林側へ移動する移動経路となっており、カメラ調査

では積雪期に１日１００頭以上のエゾシカの通行が確認されている。 

地     形 
 東西に横断する国道及沿いに北側は起伏のある森林地帯が広がっており、南

側は湿原に隣接している。 

餌 資 源 量 
 当該地は樹皮剥ぎ等の被害が多少見られるが餌資源は少なく、基本的に移動 

経路として使われているものと思料される。 

周辺 

環境 

希少動植物 

 当該地の南側を湿原が占めており、ヨシ、スゲ、 ハンノキからなる低層湿原

が広がっている。国指定の鳥獣保護区及び厚岸霧多布昆布森国定公園に指定さ

れており、湿原を中心に希少な動植物の生息、生育が確認されている。 

人間活動 
 釧路と根室を結ぶ主要な幹線道路の一つである国道４４号線が通っており、

非常に交通量が多い。 

そ  の  他 

 当該地は南側が国指定の鳥獣保護区及び国定公園内であり、北側は民有林であ

るため、これまで有害捕獲（銃猟、わな）は実施されていなかった。 

非積雪期にはヒグマの通行が月に数回確認されている。 



 

【猟法・捕獲手法】（案） 

※ 次の猟法（捕獲手法）は案として、手法は受託者が選定し提案してください。 

 当該地は国道４４号線に接しているため非常に交通量が多く、森林が密集しており視界が悪いことか

ら銃猟による捕獲が困難である。 

また、国道４４号線の周囲には動物の移動を制限するするための侵入防止柵や国道を通過するための

オーバーパスが設置されており、オーバーパスがエゾシカの主要な通行経路になっていることから、こ

れらを活用したわな猟による捕獲を検討する。 

 

猟法（捕獲手法） 実施期間 場所 目標頭数 

わな猟 

（囲いわな、 

くくりわな等） 

１２月中旬～ 

３月上旬まで 
厚岸町糸魚沢 60頭以上 

 

【実施体制】 

・捕獲事業について、認定鳥獣捕獲等事業者その他環境省令で定める者に委託する。 

・事業計画や事後検証について、関係機関からなる調整会議を設置し、意見交換を行う。 

・実施にあたっては関係機関の協力の下、周辺住民への事前周知を行う。 

区  分 内   容 

わな猟 

 

・２日に１回を基本として見回りを行い、出没状況や採食状況を確認する

とともに、必要に応じて誘因餌の設置や整理整頓等を行う。 

・万一錯誤捕獲を行った場合は、原則放獣する。 

 

関係法令、規制等】 

規制内容 根拠法令等 概要 申請先 備考 

鳥獣の捕獲 
鳥獣保護管理法 

(第 9 条第 8 項) 

エゾシカの捕獲 

従事者証 

北海道（振興

局）、環境省 

指定管理鳥獣捕獲等事業実施計画

策定により捕獲許可は不要 

道路占用許可 

道路法 

(第 32 条) 

囲いわなに繋がる

柵・通路の設置 

(工作物の新設) 

北海道開発局  

土地への立ち入り 
 捕獲等作業に伴う

立ち入り 
地権者等 

（個人） 
地権者等の同意 

土地の使用  囲いわなの設置 

 

  



 

【有効活用】 

捕獲個体については、捕獲段階で生存し、かつ健康状態等に異常が見られない個体は食肉処理施設に

引き渡すなど、個体の状況によりペットフード等の活用も含め、可能な限り有効活用することとする。 

  

〈受入可能な処理施設〉 

区  分 対    象 主な搬出先 住  所 

食肉活用 
生体運搬が可能なものについ

ては有効活用する。 
  

一般廃棄物

処理 
上記に該当しないもの   

 


